














































































品科学工学会誌が 55 報 /200 報で約 28％、食糧・
































年 .号 タイトル * 試料 実験系 機能性 有効成分
栄養・食糧学会誌
2009. 1 アズキ熱水抽出物の成分とその抗酸化能 小豆 DPPH 法 抗酸化 フラボノイド
2009. 4 米麹による大豆発酵粉末の抗肥満効果 大豆 マウス 抗肥満
2010. 1 マウス身体的疲労に対するパントテン酸カルシウムの効果 化学物質 マウス 抗疲労
パントテン酸
Ca
2010. 2 魚油はマウスの体重増加及び肝臓への脂肪蓄積を抑制する 魚油 マウス 抗肥満
2010. 6 若年女性の冷え性に対するローヤルゼリーの改善効果 ローヤルゼリー 若年女性 冷え性
－ 143 －
最近の学会誌論文に見る「食品の機能性」研究
年 . 号 タイトル * 試料 実験系 機能性 有効成分
2011. 2 ファヌグリークの脂肪蓄積抑制効果 香辛料 ラット 抗肥満
2011. 3 高脂肪給与マウスにおける新野菜プチヴェールの抗肥満作用 野菜 マウス 抗肥満
2012. 3 コーヒーと胃運動、自律神経活動 コーヒー 男性 胃運動、自律神経活動亢進 カフェイン
2012. 6 植物ステロール配合チョコレートの血清コレステロール低下作用 チョコレート 成人男女 血清コレ低下
植物ステロー
ル
2013. 2 ラットにおける牛乳・乳製品摂取による骨代謝への影響 牛乳・乳製品 ラット 抗骨粗鬆






2010. 6 桑葉エキス添加デンプン食品のヒトにおける食後血糖上昇抑制効果 桑葉 健常人 血糖上昇抑制
2011. 5 蜂蜜添え黒胡麻おからパンが若年女性の排便状況に及ぼす影響 黒胡麻、おから 若年女性 便秘改善
2012. 1 香辛料を含むスープの摂取が胃運動と食欲に及ぼす作用 香辛料 若年女性
胃運動、満腹感
増大
2013. 4 ブルガリアヨーグルト摂取による糞便中ビフィズス菌の増加作用 ヨーグルト 若年女性
腸内細菌叢改
善
2013. 4 高β - グルカン含有大麦の抗炎症、抗動脈硬化作用 大麦 マウス 抗炎症、抗動脈硬化
食品科学工学会誌
2009. 1 プロポリスエキスによる脂肪細胞のインスリン抵抗性改善作用 プロポリス 脂肪細胞
インスリン抵
抗性改善
2009. 2 鹿角霊芝の脂質代謝調節作用 鹿角霊芝 ラット 肥満予防、脂質代謝調節
2009. 2 トチノキ種皮ポリフェノールの糖質消化酵素阻害作用 トチノキ 消化酵素 血糖上昇抑制
2009. 3 抗酸化物質の 2 成分混合系における DPPH ラジカル消去活性 抗酸化物質 DPPH 法 抗酸化





2009. 4 ウズラ卵白オボムコイドによるラット脂肪蓄積の抑制 ウズラ卵 ラット 脂肪蓄積抑制 オボムコイド
2009. 4 鰹だしの抗酸化活性成分 鰹だし DPPH 法 抗酸化 クレアチニン
2009. 5 酵母培養液の抗酸化能 酵母 DPPH 法 抗酸化
2009. 6 鶏コラーゲン加水分解物のヒト ACE 阻害作用 鶏 ヒト 降圧 コラーゲンペプチド
2009. 6 脱カフェインコーヒー豆抽出物の糖質分解酵素阻害活性 コーヒー ラット 血糖上昇抑制 クロロゲン酸
2009. 6 発酵豆乳のラットに対する抗肥満作用 豆乳 ラット 抗肥満
2009. 7 「べにふうき」緑茶の脂肪蓄積抑制効果 緑茶 ラット 抗肥満 EGCGメチル
2009. 7 紫黒米に含まれるアントシアン系色素のラジカル消去活性 紫黒米 DPPH 法 抗酸化
2009. 9 トチノキ種皮の脂肪消化吸収に対する抑制作用 トチノキ マウス 脂肪吸収抑制 プロアントシアニジン
2009.11 ラットの血圧上昇に及ぼすクロレラエキスの影響 クロレラ ラット 血圧上昇抑制
2009.12 ココア摂取がヒト体表温に及ぼす影響 ココア 若年女性 体表温維持・上昇
2009.12 鱗片の泡成分による抗肝障害作用 鱗片 ラット 抗肝障害 サポニン
2010. 1 納豆の in vivo 抗酸化活性評価 納豆 センチュウ 抗酸化
2010. 2 味噌の食後血糖に及ぼす影響 味噌 ヒト、in vitro 血糖上昇抑制
2010. 3 泡盛搾粕がラットの肝臓脂質に及ぼす影響 泡盛搾粕 ラット 脂肪肝改善
2010. 3 温州ミカン果汁の肝機能及び脂質代謝に及ぼす影響 温州ミカン 肥満男性 肝機能障害改善
β -クリプトキ
サンチン
2010. 4 アガロオリゴ糖による抗炎症作用 寒天 in vitro 抗炎症 アガロオリゴ糖
2010. 8 黒酢もろみ末のマウスに対する高血糖抑制効果 黒酢もろみ末 マウス 高血糖、高脂血症抑制
2010.10 黒酢のマウスにおける抗腫瘍および免疫賦活作用 黒酢 マウス 抗腫瘍、免疫賦活











年 . 号 タイトル * 試料 実験系 機能性 有効成分
2010.12 キノコ抽出物の糖質分解酵素の阻害活性 キノコ 酵素 血糖上昇抑制
2011. 1 紫ニンジン色素抽出物の拘束ストレス負荷マウスに及ぼす影響 紫ニンジン マウス 抗ストレス
アントシアニン、
カロテノイド
2011. 1 沖縄産カンショ茎葉のカフェ酸誘導体含量と抗LDL酸化作用 カンショ茎葉 in vitro 抗動脈硬化
カフェ酸（ポリ
フェノール）
2011. 2 リンゴ搾汁残渣殻の醸造酢製造とその機能性 リンゴ DPPH 法 抗酸化 ポリフェノー ル
2011. 3 ゴマ若葉に含まれるポリフェノール成分のラジカル消去活性 ゴマ若葉 DPPH 法他 抗酸化 ポリフェノー ル





2011. 5 卵白タンパク質のオボムコイドは脂質代謝改善作用の一部を担う ウズラ卵 ラット 脂質代謝改善 オボムコイド
2011. 9 ガマズミ果肉皮粉末の血糖上昇抑制及び抗酸化作用 ガマズミ果実 マウス 血糖上昇抑制、抗酸化
2011.9 キトサン - α - リポ酸塩の消化管内機能 化学物質 in vitro 抗大腸がん キトサン-α-リポ酸塩
2011.10 雑穀の 2 型糖尿病マウスの脂質代謝に及ぼす影響 雑穀 マウス 血糖上昇抑制、脂質代謝改善
2011.12 ナガイモ凍結乾燥物のヒト結腸がん細胞増殖抑制作用 ナガイモ ヒト細胞 結腸がん細胞増殖抑制
2011.12 有色素米の抗酸化能とポリフェノール含量の測定 有色素米 ORAC 法他 抗酸化 ポリフェノー ル
2012. 4 鶏肉抽出物が中高齢者の筋力に及ぼす影響 鶏肉 中高齢者 筋力向上 カルノシン、アンセリン
2012. 7 乳脂肪及び機能性物質が異なる鉄剤強化粉乳の鉄生体利用性評価 粉乳 in vitro 鉄利用性改善
2012. 8 不知火姫菊の花弁及び葉抽出液のヒスタミン放出抑制効果 菊
ヒト、ラット
細胞 免疫調節
2012. 9 ラベンダー熱水抽出物のマウスにおける抗うつ、抗ストレス潰瘍作用 ラベンダー マウス
抗うつ、抗胃潰
瘍
2012.10 ボタンボウフウを含有する飲料の下肢むくみ改善効果 ボタンボウフウ 女性 下肢むくみ改善
2013. 1 大麦若葉末の高コレステロール血症改善作用 大麦 ラット、ヒト 高コレ血症改善 食物繊維
2013. 2 乳酸発酵豆乳のラットにおける肝臓脂質代謝機能改善 豆乳 ラット 脂質代謝改善
2013. 2 不知火姫菊抽出物のヒト乳がん細胞に対する増殖抑制作用 菊 ヒトがん細胞 抗がん
2013. 4 サトウキビ糖蜜の抗酸化活性に及ぼす加熱加工の影響 サトウキビ DPPH 法 抗酸化 ポリフェノー ル
2013. 4 キノコ熱水抽出物の抗酸化評価 キノコ ORAC 法他 抗酸化
2013. 5 脱脂乾燥鶏皮の経口摂取による皮膚状態改善効果 鶏皮 ヒト 皮膚状態改善
2013. 6 エージング処理をしていないコーヒー焙煎豆の腸管IgA 産生増強効果 コーヒー マウス 抗体増強
2013. 7 トマトカロテノイド色素抽出物のマウスに対する脂質代謝改善作用 トマト マウス 脂質代謝改善
2013. 7 メチル化テアフラビン類の酵素的生成とその抗酸化活性 紅茶 DPPH 法他 抗酸化
2013. 8 「べにふうき」エキスのラットにおける食後中性脂肪の上昇抑制作用 緑茶 ラット 脂質代謝改善
2013. 9 豆乳を用いたチーズ様食品の調整とその抗酸化性及び特性 豆乳 DPPH 法 抗酸化
2013.10 北海道産タマネギ品種のケルセチン含有量と抗酸化能の差異 タマネギ ORAC 法 抗酸化 ケルセチン













いた。中でも栄養学雑誌の報文では 5 例中 4 例
がヒトを対象とする系で、先に記述した栄養改
善学会の特性を現していると言えよう。また抗
酸化性の実験系としては、逆に in vitro が大半を
































































































































































































５） 分光光度計による DPPH ラジカル消去能の測定，食
品の機能性評価マニュアル集 第 1 版，農林水産省農
林水産技術会議事務局・食品総　合研究所，pp.16-
18（1999）
６） 津志田籐二郎 , ファイトケミカルが今、なぜ注目さ
れ て い る か , URL：http://www.nyusankin.or.jp/
health/health1-12.html
７） 消費者庁 食品の新たな機能性表示制度に関する検
討 会 , URL：http://www.caa.go.jp/foods/ index19.
html
８） 「体によい」根拠公表 食品の機能性表示 Q ＆ A，毎
日新聞（2014.9.19）

